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ま
た
、
近
年
、
国
内
で
は
想
定
を
超
え
た

自
然
災
害
が
起
こ
っ
て
い
ま
す
が
、
災
害
に

強
い
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
の
基
盤
整
備
や

地
域
防
災
対
策
を
さ
ら
に
充
実
さ
せ
、
市
民

の
皆
様
が
、
安
全
・
安
心
し
て
暮
ら
し
続
け

て
い
け
る
よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。 

そ
し
て
、
西
多
摩
地
域
に
お
い
て
も
連
携

を
強
め
、
西
多
摩
全
域
が
快
適
で
活
気
の
あ

る
さ
ら
に
魅
力
的
な
地
域
と
な
る
よ
う
八

市
町
村
長
の
一
首
長
と
し
て
努
力
を
重
ね

て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
西
多
摩
建
設
業
協
同

組
合
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
も
、
羽
村

市
・
西
多
摩
地
域
発
展
の
た
め
、
ご
支
援
ご

協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。 

結
び
に
、
貴
組
合
の
ま
す
ま
す
の
ご
発
展

と
会
員
の
皆
様
の
ご
健
勝
を
心
か
ら
お
祈

り
申
し
上
げ
、
あ
い
さ
つ
と
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す 

ご
あ
い
さ
つ 

 
 
 

 
 
 
 

 

羽
村
市
長 

並 

木 
 

心 
 

色
と
り
ど
り
の
春
の
花
が
咲
き
誇
る
中
、
平
成

二
十
九
年
度
が
ス
タ
ー
ト
い
た
し
ま
し
た
。 

西
多
摩
建
設
業
協
同
組
合
の
皆
様
に
お
か
れ

ま
し
て
は
、
日
頃
よ
り
、
西
多
摩
地
域
を
中
心
と

し
た
都
市
基
盤
整
備
並
び
に
災
害
対
応
等
に
ご

尽
力
を
賜
り
、
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。 

こ
の
度
、
私
は
多
く
の
皆
様
の
ご
支
援
を
い
た

だ
き
、
引
き
続
き
、
羽
村
市
政
を
担
わ
せ
て
い
た

だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
の
経
験
を

活
か
し
、
市
の
さ
ら
な
る
発
展
と
市
民
の
皆
様
の

し
あ
わ
せ
の
た
め
、
全
力
投
球
し
て
ま
い
り
ま
す

の
で
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。 

 

さ
て
、
羽
村
市
で
は
、
十
か
年
の
総
合
的
な

ま
ち
づ
く
り
計
画
で
あ
る
「
第
５
次
羽
村
市
長

期
総
合
計
画
」
の
後
期
五
か
年
計
画
が
こ
こ
で

ス
タ
ー
ト
い
た
し
ま
し
た
。 

市
の
将
来
像
で
あ
る
「
ひ
と
が
輝
き 

み
ん
な

で
つ
く
る 

安
心
と
活
力
の
ま
ち 

は
む
ら
」

の
実
現
に
向
け
、
子
育
て
支
援
と
教
育
の
充
実
、

福
祉
・
健
康
施
策
の
推
進
、
防
災
・
防
犯
対
策

の
強
化
、
産
業
の
活
性
化
、
羽
村
駅
西
口
土
地

区
画
整
理
事
業
を
は
じ
め
と
す
る
都
市
基
盤
整

備
な
ど
、
基
本
計
画
に
掲
げ
た
施
策
を
積
極
的

に
推
進
し
て
い
き
ま
す
。 

平成２９年度青梅商工会議所建設部会共催経営講習会報告  

事業副委員長  大舘 貴之 

 

平成２９年３月１５日に青梅商工会議所共催の経営講習会を開催い

たしました。 

講師は、町田安全衛生リサーチ代表・労働衛生コンサルタントの村木宏

吉氏をお招きしました。 

今回は、『労災事故に遭いやすい人、遭いにくい人』について講演い

ただきました。 

講演は、 

①建設業の労働災害の現状、  

②なぜ労災事故は発生するか 

③健康管理 

④労災事故に遭いやすい人と会いにくい人の違いは何か 

という内容でした。 

先ず一つ目に建設業の労働災害の現状として一番多いのは墜落・転落

災害で約４０％、次に重機（建設重機、クレーン等）災害で１４％、次

に倒壊・崩壊災害で１１％と、これらで３分の２を占めるとのことでし

た。 

 また、これらは経験年数にかかわらず、現場に入って一週間以内の被

災が４０％を占めているということです。 

次に、なぜ労災事故は発生するか？いくつかの事例の中で多くの災害

は、期日（工期）に追われて起きている事で、建設業では不具合の補修

を後回しにして工事を続けていて、いったん作業を止め、点検、補修等

をしなければならないのに、そのまま先送りしてしまい、事故は起きな

いとの思い込みでの発生です。 

繰り返し災害に遭う人は、交通事故、もらい事故の多い人で、共通点

は、・自分は事故に遭わないと思っている。・災害事例を聞いても、他人

事と思っている事でした。 

次に、健康管理についてで 

は、過重労働による、健康障 

害防止対策、熱中症の予防、 

メンタルヘルスといったとて 

も興味深いお話で、熱中症対 

策については再認識させられ 

ました。 

このようなことから今回の 

テーマでもある労災事故に遭 

いやすい人、遭いにくい人と 

は『労災事故は忘れたところにやってくる』ということです。 

人の話を聞かない作業 

員、次に、報告、連絡、 

相談（ほうれんそう）が 

出来ていないということ 

でした。 

今回の講習で学んだこ 

とをしっかり実施してい 

きたいと思います。 

終わりに、年度末のお 

忙しいスケジュールの中 

ご講義頂きました村木様、 

共催頂きました青梅商工会議所建設部会様、後援をして頂いた東日本建

設業保証㈱新宿支店長の植草様、参加頂いた皆様方には改めて感謝申し

上げます。 

 

 

 

 

 

西多摩建設業協同組合 第５１回通常総会開催 

月  日   ５月１７日（水曜日） 

会  場  青梅市福祉センター ３階  

総 会 ・ 懇親会  

 

西建協若手経営者の会 第２４回定期総会 

    月日   ５月２３日（火曜日） 

会場  建設会館 ３階会議室 

工事現場安全パトロール実施報告 

         災害対策安全委員会 

副委員長 戸高弘喜 

平成２９年３月７日火曜日に、西多摩建設業協同組合災

害対策安全委員会にて、現場安全パトロールを実施いたし

ました。 

 安全パトロールは災害対策安全委員会委員が２班に分か

れて、担当分の３ヶ所の対象現場に行きました。 

 最初に奥多摩建設工業㈱様の 

【道路災害防除工事（２７西の９）】 

（西多摩郡奥多摩町日原）にパトロールに行きました。 

 この現場では土砂崩壊を防ぐための工夫をしており、中

でもかご枠を使っての土砂崩壊を防止する工法は、安全を

考えた現場代理人の長年の経験を活かしたものでした。 

 次に㈱村尾重機様の 

【路面補修工事（西の１９）】（青梅市成木地内） 

に行きました。 

 ２車線の道路の舗装工事で、大型車がすれ違うのには

狭い道路でしたが、ミニカラーコーンでの道路使用許可

を取り、ミニカラーコーンを使うことで道路幅員の確保

をして施工しており、安全を第一に意識した現場でした。 

                （２面につづく）  
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 ３ 月 事 業 報 告  

２日 西建協若手経営者の会 役員会 

７日 現場安全パトロール実施 ５現場 

（災害対策安全委員会） 

９日 事業委員会 

１３日 総務委員会 

１４日 広報委員会 ２７２号編集発行 

１５日 青梅商工会議所建設業部会との共催経営講習会開催 

会場  建設会館３階会議室 

テーマ  《労災事故に遭いやすい人、遭いにくい人》 

講師    村木 宏吉 先生 

１５日 理事会 

  ４ 月 事 業 計 画  

 ４日 多摩地区建設業 合同企業説明会開催実行委員会 

１１日 事業委員会 

・協同組合設立５０周年記念ゴルフコンペ 

１１日 広報委員会 ２７３号編集発行 

１２日 西建協若手経営者の会 役員会 

１５日 「西多摩 建設マイスター」応募締切 

１７日 総務委員会 

１９日 理事会 

２７日 協同組合設立５０周年記念ゴルフ大会 

     集合時間 ８時 

     場 所  東京バーディー  

２８日 多摩地区建設業合同企業説明会参加会員への説明会 

  ５月２４日 多摩地区建設業 合同企業説明会 

     会場 日本工学院八王子専門学校 厚生棟２階 

《 西建協若手経営者の会 第２４回定期総会 》 

    月日   ５月２３日（火曜日）１６時～ 

会場  建設会館 ３階会議室 

《建災防西多摩分会 労働安全週間説明会 

           及び平成２９年度定期総会》 

月日   ６月１６日（金曜日）１４時～ 

 

 

 

 

◇日建学院青梅認定校（西建協）からのご案内◇ 

受講生募集案内 『合格のための受験対策講座』 
<青梅校 2017 年度開講講座〉 

◎１級土木施工管理技士学科講座  毎週  火・木 

講義日程  3 月中旬スタート 

◎給水装置工事主任技術者 受験対策講座  

講義日程    毎週  月・水 

本講義８月上旬 ～１０月中旬 

◎２級土木施工管理技士コース   毎週 火・木 

本講義６月中旬 ～１０月中旬 

◎宅地建物取引主任者本科コース  毎週水 １３時～ 

本講義  ４月下旬 ～９月下旬 

◎２級建築施工管理技士コース   毎週 火・木 

本講義 ９月初旬～１１月下旬 

西多摩建設業協同組合が「日建学院認定校」として 

青梅校を開講致します。（８年目） 

会員企業の皆様からの受講問合せ（受講申込）等の 

連絡をお待ちしております。 

＊詳細説明は随時致します。 

＊先ず下記までお問合せ下さい。 

連絡先  

青梅認定校（西建協） 0428-22-6245 石川 

日建学院立川校  担当：澤田 080-9349-3870 

 

 

 
 最後に同じく奥多摩建設工業㈱様の 

【幹３２号線改修工事（擁壁設置その 1工事）】（青梅市内） 

にパトロールに行きました。 

この現場では、まず擁壁のジョイントをしっかりするべく、ジョイ

ントに対する工法を現場代理人が考考慮し、選択した工法で問題な

くクリアできました。 

 また落石防止の安全にも気を使い、作業エリアは全面覆工をして、

工事中は第三者を絶対に入れないことを徹底していました。 

 現場パトロールを終え、今回視察した現場もそうですが、回を重

ねるごとに安全の意識が高まっていて、また施工会社の現場代理人

による経験を活かした知恵がよく反映しており、視察していて「こ

れなら事故は起きないな。」というレベルまで来ていると思います。 

 今後も組合員皆様の現場が、無事故無災害を達成できるよう、災

害対策安全委員会の現場安全パトロールをこれからも実施していき

たいと思います。 

【道路改修工事（西―草花の５）】 

施工業者：鉄建・成友興業 JV 

五日市街道の拡幅を目的とした工事で、今回で第３期目となりま

す。長さが約２０m の杭を地山に打ち込み、これを山留として前面

の既設擁壁を取壊し拡幅していく工事です。杭の設置は日本で１台

しかない機械を使用して施工するという専門性の高い工事でした。 

大型のクレー 

ンを使用して資 

材を設置するこ 

ともあり、旋回 

時には事故防止 

に細心の注意を 

払っているとの 

ことでした。 

現場周辺は民 

家が近接してい 

るため、騒音対 

策など細かな配慮がなされていました。 

また、工事の予定や施工内容を分かり易く説明した“かわらばん” 

を周辺住民に配布するなど、工事への理解を深めてもらう活動にも取り

組まれていました。 

 

【道路災害防除工事（２８西の９）】  

施工業者：高木建設㈱ 

 檜原村人里地内の一般都道上の斜面が工事現場でした。 

工事内容は、既設のモルタル吹付部の補強と落石防護網工で、

当日は斜面の清掃作業を行っていました。 

急峻（ほぼ垂直）な斜面で作業するため、特殊な技能が必要と

されます。 

 また、平成２８年 

１月より施行された、 

ロープ高所作業での 

安全帯の使用（通称 

２本掛け）に関して 

も確実に使用するよ 

う指導がされていま 

した。 

 周辺住民に対する 

広報活動もなされて 

おり、地元業者なら 

ではの細やかな配慮 

が見られました。 

今回は５つの現場 

の安全パトロールを 

実施させていただき 

ました。 

年度末のお忙しい時期にご協力いただきありがとうござい

ました。 

当組合の組合員各社の現場が、無事故で竣工を迎えられること

をお祈りしております。  

 
 


